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研究ノート
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物である詩誌
―ハンセン病をめぐる国立療養所大島青松園での詠歌の結びあいを記録する―
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We investigated the Library of National Sanatorium Oshimaseishoen and found the Oshimaseishoen Poetry 
Club Bulletin. I have made a list of that bulletin for the first time at the location.
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1．歴程追想――はじめに
癩、そしてハンセン病をめぐる療養所での詩などの文学

や文芸とは、いったいなにか。大島の療養所について知ろ

うとするときに部外者が、まず手にするであろう、しかも、

在園者自身が編集発行した著書に、『閉ざされた島の昭和

史―国立療養所大島青松園入園者自治会五十年史』（大島

青松園入園者自治会（協和会）、1981 年）がある。同書の「文

芸活動の歴程」と題された節には、「開所後四年の大正元

年「発句の会」（旧派では俳句を発句とも呼ぶ）が創られた」

と記されている（見出しは 3項）1。1909 年の開所から 4年

後だと 1913 ＝大正 2 年となるはずだが、それをおくと、

同書はこの発会を「入所者の自発的発想ではなかった」と

説く。なぜか――当時、「患者」と園側とのあいだで騒動

があり、「監護員新設等の取締まり強化だけでは、抑えき

れぬとみた管理当局は、忿懣粗暴化の鎮撫工作として「文

芸と宗教」の奨励策を講じることにした」からだと在園者

自身が説明したのである。だから、ということであろう、

その項の見出しは、「おし着せの手習いから」とつけられ

ている。これは、謙遜ではなく、有り体の評価なのだとみ

よう。

ただしそうしたなかでも、さきの見出しに始まる項では、

割り当てられた誌面の 7割あまりを割いて、「二十余年の

蓄積を一気に吐き出すように、昭和 3年から 20 年死去の

間に一四冊の著書を相次ぎ出版した」療養者を讃えた。そ

の名は、長田穂波――彼は「島内キリスト教会のリーダー

だったから「宗教色濃いもの」と敬遠され、島内では左程

よまれず、評価は外部で高まったようだ。健常者に深い感

動で読みつがれたらしく “島の聖人 ”“ 哲人穂波 ”などの尊

称も、外の人々の言いであった」2。「霊魂は羽ばたく」と

題された長田の最初の著書は、京都の光友社から 1928 年

に出版された。香川県木田郡庵治村の大島に、癩をめぐる

療養所が設置された1909年からおよそ20年の日月を経て、

その大島で初めて編まれた刊行物が 1冊の詩集だった。彼

はおなじ年に、おなじ出版社からたてつづけに上梓したも
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う 1 冊の詩集に、「みそらの花」と名をつけた 3。療養所が

おかれた島を生きる療養者がその外で出版した最初の著述

が詩集だったのである。

「寸刻も休まず読み書きした真摯な努力と情熱には誰し

も舌をまき、畏敬のほかない。当地の開拓史でもあり、文

筆の先達記ともいえるので、紙数を費やし紹介した」との

讃辞が病友からあたえられる長田の活躍があったと認めら

れながらも、当該期の大島の「文芸」全般はというと、み

ずからの意思によるのではなく与えられたものにすぎず、

かつ、練習の段階にとどまる習作から始まったとみなされ

たのだった。

その「文芸」は、つづく、「「藻汐草」発行と外部指向の

胎動」との見出しにあらわれているとおり、1932 年創刊

の逐次刊行物などをとおして、それ以降、療養所の「外」

を見遣り、そこでの動向を意識のうちにとどめ、そことの

交流をあたうかぎりすすめたいとの望みが動きだしたとい

うのである。もっともその見出しがついた文章の末尾には、

「以上、旧憲法下の療園文芸のモメントは、われわれも「人

である」との認知届けを、他動的情況に託しゆく “ 請託 ”

の域を出なかった。必死で訴え続ける中だけで、どうにか

人並み扱いも見られる程度？の時世だった」と記していた。

文字に混じる「？」の記号が、他を意識するがゆえの謙遜

と、みずからの未熟さへの率直な不安と恐れと、そして精

一杯に押しだしたいくらかの自負とをあらわしていよう。

自分たちの「文芸」をふりかえったところで、「おし着せ」

「他動的」といわざるをえない「活動の歴程」が、歯軋り

とともに紙面に刻まれたかのようである。

それが「敗戦後の転回」（つぎの見出し）を遂げた――「公

選権や基本人権尊重の民主憲法が施行され、誰でも自己主

張可能となり療園全体の思想や風潮も変わり始めた。目ざ

ましいのは若者の決起で、サークル誌が輩出した」と、13

誌と 4団体の名称と概要があげられている。

そのなかの 1団体が、「青松詩人会」――

 結成（〔昭和――引用者による。以下同〕23 年）も、そ

の〔「若者の決起」〕最たる一つで、前記若者たちを中心

に二十余名の新風集団だった。機関誌も「エチュード」「内

海詩人」「海図」と改名脱皮しつつ、異彩を綴った。外

部にも注目され、岡山の永瀬清子、東京の大江満雄の両

先生の来園指導。高松市「日本詩人」社の理解を得て投

稿するなど、各方面の支援鞭韃に励まされ、31年の合同

詩集「花虎魚」の刊行も、かなりの評価を得るなどして

いたが、40年「海図」44 号を最後に、惜しくも解散。／

現在は、短歌から転じた塔和子ただ一人が、全員を代弁

して余るほどの驚異的多作で、旺んな意欲と厳しい詩精

神を吐き続けており、個人詩集も既に六冊を出版。その

中の三巻が、日本現代詩人会の「H氏賞候補」に（48、

51、54 年）推され、高い評価を得ている。

同人会の逸材としてその紹介の末尾にとりあげられた塔和

子はそののち、1999 年に第 29 回高見順賞をうけ、2004 年

から 2006 年にかけて『塔和子全詩集』全 3巻（編集工房

ノア）を刊行する。いま、国立療養所大島青松園（このの

ち療養所の名称をくりかえし記すときに「国立療養所」を

略す）の「文芸」といえばまず、塔の名があがるだろうし、

一療養所をこえてハンセン病をめぐる療養所在住者の作品

としても、彼女のそれが代表としてとりあげられもしよう。

けれども、塔が属した青松詩人会もそこが発行した詩誌

も、また大島で詩集を最初に編集した長田穂波についても、

ほとんど知られていない 4。

さきにみた大島詩人会の「機関誌」は、べつにふれたと

おり 5、かつて『青松』誌上で紹介された、「現在園内で印

刷されている＜がり版＞もの」のうちの 1誌にあがってい

た――「内海詩人　9号　18ページ60部　詩人会発行」（『青

松』通巻第 92 号、1954 年 7 月）。わたしがこの『青松』

の記事をみた 2011 年時点の大島で、『内海詩人』の所在は

わかっていなかった。そうしたところ、石居人也がおもに

動いて 2015 年に始めた大島青松園の文化会館にある図書

室と書庫の蔵書整理をとおして、2018 年 10 月に、書庫に

あった紙袋のなかに、『内海詩人』の継続後誌である『海図』

を確認した。

本稿は、癩、そしてハンセン病をめぐる療養所における

文学といい文芸という営みがなにであるかを考える手始め

として、これまでのハンセン病史研究においてまったくと

いってよいほど閲覧すらされてこなかった、その療養所を

生きる詩作者たちがいうところの「詩誌」をテキストとし

て、その書史を紹介するとともに 6、それらを読むときの

論点をいくつか示すこととする。

2．所在判明
大島青松園文化会館書庫で『海図』20 号分（重複号ふ

くむ26冊）の所在を確かめたのち、2019年 1月にたまたま、

国立ハンセン病資料館図書室から同誌の大島での所在確認

の連絡がわたしにあり、大島にあった『海図』の号数を伝

えるとともに、そこにはない同誌などの所在情況の教示を

得た。同室室員の教えるところでは、『エチュード』『内海
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詩人』『海図』が欠号をふくみながらも、国立療養所長島

愛生園の神谷書庫にあるという。石居もわたしも、同園神

谷書庫をいくども訪れ、大島にかかわる史料については悉

皆調査をしたつもりになっていたが、見落としがあったと

いうことだ。

神谷書庫には、背表紙に「神谷書庫収蔵・全国ハ氏病療

養所機関誌一覧／平成 6年 12 月現在」と手書きで記され

たファイルがあり、そこに同名の小冊子がはさまれている。

これは、「開園 65 周年記念号」として編まれた『愛生』通

巻第 624 号（1995 年 12 月）の 221 ページから 225 ページ

までの抜刷である（目次には同稿に「（付）」とついていて、

これがそのまえの 165 ページから 220 ページまでの「長島

愛生園「神谷書庫」収蔵図書一覧」の「付」であることを

あらわしている。なおこの稿は目次には「収蔵書一覧」と

記されている）。この「神谷書庫収蔵・全国ハ氏病療養所

機関誌一覧／平成 6年 12 月現在」に『海図』などの掲載

はなく、それをもって、わたしたちは神谷書庫には同誌が

ないとみなしていたところがあったかもしれない。もっと

も、この一覧には、長島愛生園であれば「愛生」のみ、大

島青松園では「青松」しか載っていないのだから、『海図』

などがあるとしてもそこには載らないと推しはかれたはず

だ。ただ今回あらためて、「長島愛生園「神谷書庫」収蔵

図書一覧」をみると、「詩」という項目があり、たとえば

さきにあげた『花虎魚』が掲載されていても、逐次刊行物

はいっさい載っていなかったとわかる。

なお、これら一覧が載る『愛生』通巻第 624 号の表紙絵

は、神谷書庫の外観をとらえている。

『愛生』はさらに、「開園 70 周年記念号」とした通巻第

674 号（2000 年 12 月）に「長島愛生園「神谷書庫」収蔵

図書一覧」、「開園 75 周年記念号」の同第 724 号（2005 年

12 月）に同一覧（目次には「平成 12 年以降」との括弧書

きあり）を載せるも、やはり「詩」の逐次刊行物はそこに

みえない。

国立ハンセン病資料館図書室室員からの教示を得たとこ

ろで、これまたあらためて所在情況を調べてみると、香川

県立図書館の「香川県内図書館横断検索」により、同館で

のみ、「海図 13 号～ 17 号」がヒットした（2019 年 2 月 2

日検索。現物未確認）。灯台下暗し、とはいえないが、灯

台下あたり暗し、というところか。大島で文化会館の書庫

を探らなくても、ハンセン病史研究者であれば、神谷書庫

と香川県立図書館とでこれらの詩誌の所在をつかんでおく

べきだった。おのが不明を恥じる。

なお、国立国会図書館と日本近代文学館のデータベース

では、『エチュード』『内海詩人』『海図』はヒット件数 0だっ

た（同前検索）。

2019 年 2 月末までにわかった上記 3誌の所蔵と書誌情

報を後掲の目録にまとめた（表 1）。神谷書庫でこれらの

詩誌は、背表紙に以下の手書き記載とラベルがあるファイ

ルに綴じられている――「エチュード（大島青松園詩謡会）

昭和 26 ～ 27 年」「Q／ 4／ 16」、「内海詩人 昭和 29 ～ 30

年 No7・8・9・10・12 号」「Q／ 4／ 17」。

3．詩誌発行
さきにみた『閉ざされた島の昭和史』では、大島詩人会

の結成年、同人誌名の変更、「外部」からの「注目」、解散

年を短文で簡潔に記したにとどまっていた。他方で、同人

誌誌上ではしばしば、みずからの来歴がふりかえられてい

る。そうした記事が報せる発行の経緯をたどろう。

『エチュード』第 6号（1952 年 1 月 25 日）の「あとがき」

をみよう（誌名の表記はその表紙にみえるとおりとした）。

 ◎創刊号を刊したのが一昨年（昭和二十五年）の十二月

でした。三号でくたばっていたのを岡山の河野進先生に

励されて、昨年の七月に第五集を出しましたが、其の後、

なまけておりました。まことに亀の歩みよりも遅く、汗

顔の至りです。「井の蛙大海を知らず」の諺通り、作品

は青松へ発表するのが関の山で、その作品たるや幼稚で

貧しいものですが、真実と生命を賭けた作品です。皆様

の御高評と御感想をお待ちしております。

――さきにみた『閉ざされた島の昭和史』収載「文芸活動

の歴程」には、「青松詩人会」の結成が 1948 年のことと記

されていた。同人会結成から数年を経て、同人誌を編集発

行することとしたようだ 7。「あとがき」署名の「T・N」は、

中石俊夫とみてよい。

もうひとつ、『内海詩人』第 7 号（1954 年 3 月 15 日）

巻頭の「モノローグ」をみよう。署名は「中石としお」。

 復刊の辞を書くのはこれで何度目だろう。／エチュード

創刊号を昭和二十五年十二月に刊し、途中何回かつまず

き転びながら号を重ねること六回、二十七年一月以来エ

チュードは昇天していた。原因は会員のスランプだった。

その後、研究会のあるたびに復刊が問題となったが、そ

れを支える会員の作詩が不振の底辺をさまよい続け、今

日までのびのびになっていた。しかし会員も詩人のはし

くれであった。今こゝにようやく職員グループとスクラ

ムを組み「内海詩人」の旗印をかがげて再びたちあがる
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ことが出来た。会員の胸は強風を受けた帆のように大き

くふくれている。詩を作って何のたしになるかと笑わば

笑えである。醜悪な現実の中で自己を純粋に守り、僕ら

は詩を愛する。詩は僕らの恋人だ。手に持つ詩の笛の細

工は拙くとも、濁りのない音を吹き流そうと思う。

――「現実」の「醜悪」さと「自己」に確保されるべき「純

粋」さとを対照する装置として「詩」が活用され、それを

つくるみずからの「拙」さもまた、自分たちの「純粋」さ

を担保するはずだとの姿勢が確かめられている。自分たち

の稚拙さは隠しようもなく、それへの自覚があるとあらわ

にし、他方で、自分たちをとりまく「現実」がどうにも「醜

悪」であるがゆえに、自分たちの「純粋」さが確かなもの

となるとの謂である。

同誌同号の「編集後記」（山本）も、「〇多年の懸案であっ

た。「内海詩人」がお粗末ながら漸く発刊の運びに到りま

した」とその冒頭でまず告げ、ついで、「〇同人中、沢葭

朗氏は医官、勝賀瀬芙佐子さん、面和子さん、香川しのぶ

さんは看護婦さんで、共に本園の職員で私達のよき理解者

であり、保護者であります。其の他の諸氏は青松詩人会々

員です」との寄稿者紹介があった。同人会会員である医官

や看護婦たち職員は、「スクラムを組」む同人ではあった

のだろうが、さて、彼ら彼女たちは「僕ら」に入っていた

のか。

『エチュード』第 6号には次号第 7号の「原稿募集」が載っ

ていたものの、うまくやりくりがつかず「昇天」してしま

い、その「復刊」にさいしては「職員グループとスクラム

を組み」、誌名もかえてそれを果たしたということである。

通巻号数は、『エチュード』から『内海詩人』に引き継が

れている。

詩作に集う同人たちは、このつぎにもみるとおり、折り

にふれて、自分たちの来歴をかえりみて、それを同人誌に

記録している。自分たちの歴史が層として記されているの

である。ただし、ただの重ね書きにとどまってはいない。

くりかえし過去を想起し、それを記述し、それらを重ねて

閲覧することができるように残しているのである。

4．詩誌復刊
復刊第 1号の『内海詩人』第 7号には、山沢芳による「内

海詩人の発刊まで（その一）」が載る。「“ 青松詩人会 ” の

古い日誌」があるという 8、それを参照して、山沢は往時

をふりかえる――

 一九四八年一〇月五日発足す。とある。／その当時は詩を

作る人は居つても特定の会は無かったようである。精励に

作詩を続けていた者は一人か二人であった。その頃文芸

愛好者の中の、土谷〔勉〕、小見山〔和夫〕、浅野〔繁〕

の諸氏の計らいで現在の “青松詩人会 ”がほそぼそと歩み

出した。／その当時の日誌から断片的に拾ってみたい。／

第一会員（詩謡部）中石、山沢、古名、上野、加村〔翠

巒か？〕、小西〔和夫か？〕、戸田、岩瀬〔弘美か？〕／第

二会員（創作部）土谷、浅野、小見山、浅山（故人）赤

沢〔正美〕、谷脇〔徹〕、斉木〔創〕／と書いてある。／

どうしてこのように第一、第二会員と云ったのか解らない

が、とにかく連立詩謡会と云った型のものだった。とにも

かくにもその当時自力でそして自立によって詩と取組む意

志の弱さから、創作会員も加えた一つの支えとも云えるで

はなかったのであろうか。／現在、その当時の第二会員は

“文章会 ”を組織してその研磨努力を続けている。第一会

員はその後、作詩を中止したり、その後また新しい会員を

加えて、現在は十二名である。

――わずか 6年まえともいえるていどの過去のようすが、

もはやわからなくなってしまったか。そして、1950 年

 十二月五日。／ “ エチュード ” と称して、これから作詩

を研究する。毎月二回。これを行う。／会合の都度、作

品を持ちよって、朗読しお互に批評し合い乍ら作詩の向

上につとめようとした企図から出たものだった。読むだ

けではピンとこない感があり、聴覚から視覚に訴えよう

とする現代詩の見方から、各人の作品を印刷してそれに

よって自分の一ばん良いと思う作品に点数をつけて、最

高点から順次に批評し、感想を述べていた。これは、ど

こまでも習作或は練習詩でありこれを修正の上 “ 青松 ”

に発表する程度だった。この当時が会員もみんな気を構

えて最も熱の入った時とも考えられた。これも第三号で

自然停止の形になり、各人の不勉強の現れであり、また

しばらく空白が続いた。

という（山沢芳「内海詩人の発刊まで（その二）」『内海詩

人』第 8号、1954 年 4 月 20 日）。

会員数も第 9号（1954 年 5 月 25 日）発行時には、「十八

名」に増え、「そのうち職員が六名、うち看護婦さんが四名」

となった（山沢芳「内海詩人発刊まで」同誌第 9号）。

療養所を「どん底」と形容し、そこでのようすを「人間

が鬼畜のように扱われ」「人間扱いされない」「身体は虫同

様に扱われ」「身体は囚われの身となろうとも、獣のごと

く扱われようとも」と喩える局外者がいる（前掲安宅『命

いとおし』）。ハンセン病を病み、療養所に暮らした当事者
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には、みずからの実感として療養所のようすをそう喩えて

非難する資格がある。だが、ハンセン病にも罹らず、療養

所に隔離されたことのない非当事者がそうした喩えをただ

なぞるばかりだと、これまた療養所在住者たちの集いのな

かで詩誌を編み、そこにとどめた療養所内の交流について

の記述を抹消してしまうこととなる、とわたしは怖れる。

誌名が『海図』となり、ただし通巻号数を継いでいる第

13 号（1956 年 2 月 5 日）の［あとがき］（目次に記載があ

るだけで本文の稿題にはない）をみよう――

 ○随分と本当に長い間休刊しておりました。“内海詩人 ”

が、今回 “ 海図 ” と名称を替えて、気をとり直して再発

足することになりました。

とその冒頭にあるとおり、前号 12 号が発行された 1955 年

1 月から 1年以上あいだが空いた「再発足」だった。会員

もさらに増えた――「○今回は、新しい会員を加えて、〔中

略〕当園の看護婦さんがその方々」だ。また、「〇今回 “海

図 ” として再発刊するに当つて、当園の田村〔敏光〕係長

が、この私達のささやかな企画に、深いご理解をいただき、

印刷と製本の労を自づからとつていただくことについて、

私達は深く感謝しております。田村係長は、退庁後や日曜

日を印刷に当て、少しでも良い詩誌の作製に努力していた

だくことになりました」と、職員の協力を得ての「再発足」

でもあったのだった。

『海図』最初のこの号に、中石としおによる「復刊によ

せて」が載る。中石はその冒頭に、さきにみた、『内海詩人』

第 7号「モノローグ」を転載して稿を起こし、それを「書

いたのが一昨年三月のことであつた。それから休み休みに

号を重ね、昨年一月に第十二号を刊したまゝ、「内海詩人」

は今日まで沈没していたのであつた」とかえりみた。「昇天」

したかとおもえば、こんどは「沈没」を体験したところで、

「もう再び恥じらいながら復刊の辞等書きたくないと、ぼ

くは考えている」との決意をかかげ、恵美かおるたちとの

「相談の結果、新しい出発に際して、「内海詩人」という老

朽船は廃棄して「海図」という表題に改めた」と説く――

「混沌とした現実のなかで、ぼくらは一枚の白紙に新しい

「海図」を書こうというのだ。ぼくらの体験した海底の深浅、

海底の性質、岩礁の位置、潮流の方向等を詳細に記載する

のだ。そして新しい航路標識を記入するのだ」との宣言が

みえる。

5．活版印刷
『海図』第 23 号（1958 年 8 月 5 日）から活版印刷へと

かわる。これを同号の編集人は、「永年私達が夢見ていた

活版印刷へと第二十三号より一大飛躍（形の上では）を試

みた訳である」といいあらわした（山本いわお「「海図」

の生いたち」）。印刷様式だけでなく、活版化にともない、

隔月刊から「季刊」（1月、4月、7月、10 月）へと発行回

数をかえることも試みるという。隔月刊といいながらもそ

れがしっかりとくりかえされたわけではないのだから、発

行回数は減るにしても確かに刊行をつづけてゆこうとの意

思がそこには籠められているのである。この「飛躍」のと

きにたどられたみずからの「生いたち」をみよう。

まず、「戦後の詩誌発行熱は熱病にとりつかれたような

感があつた。小さい職場や、療養所の片隅から出されたガ

リ刷まで入れると夥しい数になると思う。そして、その多

くは三号雑誌の憂き目に遭遇して喘えなく散つていつたこ

とであろう」と、「大衆に歓迎され難い詩誌を発行し育成

してゆくことの難しさは、その任に当つた者の等しく痛感

するところだと思う。私達の「海図」も亦その例外ではな

い」との苦難の時代がふりかえられながらも、しかし、み

ずからの同人誌はいわゆる「三号雑誌」に終わりはしなかっ

たとの矜持もあらわされていよう。

 「海図」の母体である青松詩人会が結成されたのは昭和

二三年であり、「海図」の前身である「エチユード」が

創刊されたのが二五年十二月であるから、胎動の苦しみ

を少くとも二年間要した訳である。／「エチユード」は

西洋紙四ツ折大の極めて貧相なものであつたが、生みの

喜びは秘すべくもなく、隔月刊の目標に従つて何なく三

号雑誌の難関を突破し、すべり出しの上々を喜ぶのも束

の間、原稿難と印刷難（ガリ刷）のために二七年一月に

第六号を発行後休刊の止むなきに至つた。

その「「エチユード」を復刊」するとの念願は、「心機を一

新する意味に於てその名も「内海詩人」と改め、二九年三

月第七号より再出発すること」としてかなう。しかもこの

再刊で「特筆すべきことは、それまで病者のみで出してい

たのを職員（医師看護婦）にも参加して頂くようになつた

ことと、A五版の一応雑誌としての体裁を整えたこと」と

示された。

しかしこの刊行もまた、「順風に帆を張り波静かな瀬戸

を航海するかにみえたのも僅か一年、三十年一月第十二号

を発刊後、前回と同じ難関に遭つて亦も坐折してしまつた。

／内海の暗礁に乗りあけ、やがて沈没し海底のもくずと化

してしまうかにみえた」とそのなりゆきを喩えざるを得な

かった。これもさらにまた、「全員の努力によつて漸く離
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礁に成功したのは一年後の三一年二月だつた。内海だから

とたかをくくり海図もコンパスも無しに航海に出帆した甘

さを恥じ、誌名も三転し、第十三号より亦しても「海図」

と改めて再度出発し」たのである。この「「海図」出発の

原動力になつたのは、職員の Tさん始め有志の方々が、

献身的に印刷製本の労をとつて下さつたことであり感謝に

堪えない」と記すことを忘れなかった。ここにいう「職員

のTさん」とは、『海図』第 13 号の奥付に「印刷人」と

してその名が記された、田村敏光を指そう。

では、活版印刷はどこでおこなわれたか。第 23 号奥付

には、「印刷人 倉石三郎」とのみ記され、おなじページの

「あとがき」（山本）にあらたに導入された活版印刷につい

ての記述はない。この倉石三郎の名は、たとえば、大島青

松園の青松編集室で保管されている『藻汐草』の合本製本

版奥付に、「大島青松園／創立五〇週年／記念合本／高松

市松島町四ノ三六一番地／製本 倉石三郎／香川県大島青

松園／協和会文化部」とみえ、また、同園社会交流会館所

蔵「歌句詩文庫（仮称）」にある、『句集 聖痕』（邱山俳句

会、1959 年）では「印刷人」としてその名が奥付に記載

されている。邱山俳句会は大島青松園内の同人会。同文庫

の奥付に倉石の名がある図書はこれ 1冊のみ。

「高松市松島町四ノ三六一番地」はどこか。同文庫の蔵

書をみると、『句集 東風 第二輯』（大島青松園邱山会編、

野島泰治発行、1953 年）の「印刷人」が「高松市松島町

三六一番地／近藤貞三」、『句集 四十代』（辻長風、1954 年）

の「印刷者」が同前、『句集 火星人 第二輯』（編集発行火

星俳句会、1965 年）の「印刷者」が「高松市松島町

三六一／村雨政雄」とわかる。辻長風も火星俳句会もその

所番地は、大島青松園のそれ。『海図』も第 30 号から「印

刷人」が村雨政雄となる。大島で編集発行された刊行物の

印刷にかかわる近藤貞三、倉石三郎、村雨政雄はどういう

人物か。同文庫には、村雨政雄が印刷にかかわった図書が

複数冊ある。そのなかの 1冊、長島愛生園と所番地をおな

じくする著者による『合同歌集 海光』（長島短歌会著、

1980 年）の「印刷」は、「村雨政雄／高松市松福町二ノ

一六ノ六三」――この所番地は、高松刑務所のそれである。

6．先行事例　
大島で編集発行された逐次刊行物『青松』の印刷をみて

おこう。「この一月号を期に本誌を月刊にすることが出来

ました」という同誌通巻第 74 号（1953 年 1 月）は、前号（通

巻第 73 号、1952 年 12 月）の「印刷所 玉藻紙業」（高松

市田町 129 番地）から、「印刷人 近藤貞三」へと印刷の発

注先をかえた。「減頁」「月刊」そして業者の変更もふくめ

て「印刷事情を転化」とあらわしたのだろう。同誌通巻題

124 号（1957 年 5 月）から奥付の表記が、「印刷者 倉石三

郎」へとかわり、さらに同第 157 号（1960 年 5 月）は「印

刷者 村雨政雄」となる。

『青松』通巻第 167 号（1961 年 5 月）の「あとがき」（斉

木創）は、「ご覧のように、本号から内容紙を格上げしま

した」と宣言する――「体裁よりも内容の充実が第一なの

は云うまでもありませんが、読み易くして読者の注目や印

象を良くし作品を一層引立ててゆくのが雑誌の機能であ

り、レイアウトの必要もそこにあるといわれます」と変更

の意義をとなえた。そしてかえりみると、「本誌は終戦直

後の創刊以来、粗末なザラ紙で通してきたが、新聞よりも

見苦しい紙面では読む気をもそゝりにくいし、今日の出版

常識ではケタ外れなので紙質改良は年来の宿望でしたが、

このたび印刷所の村雨技官（高松刑務所作業課）などの格

別のご配慮により、遂に実現を見た訳です」と示した。

現在、高松刑務所では「刑務作業」のひとつに業種「印

刷」があり、その工場数は 1、就業人数は 35、「主な機械

設備」に「小型オフセット機、ミシンクロス折機、自動断

裁機、オフセット印刷機、コンピューター組版機、自動丁

合機、動力式穴あけ機械」があり、「主な作業内容」とし

て「チラシ、伝票印刷、冊子、薬袋、封筒印刷、名刺・は

がき印刷」をあげている（同所ホームページ、2019 年 3

月 8 日閲覧）。過去にさかのぼって、ハンセン病をめぐる

予防法体制下でも、こうした刑務作業の一端として、大島

青松園を編集発行の地とする刊行物の印刷を担っていたの

である。これは、伝染病隔離施設内で編集発行される刊行

物だから、その印刷を刑務作業としておこなっていたとい

うことではないだろう。現在のことではあるが、地方国立

大学法人が地元の刑務所に印刷業務を発注することもあ

る。安価であることが、印刷製本に刑務作業を選ぶ理由な

のかもしれない。

逐次刊行物を発行しつづけるには、それ相応の資金が必

要となる。自分たちの作品を載せる造
も の

物である誌そのもの

を、自分たちの趣向にあわせて整えてゆくとき、それを実

現するための設備と費用がなくてはならない。機器も設備

も療養所内でも島内でも調達できないとなれば、自分たち

が賄い得るそれらを療養所外で物色することとなる。
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7．消毒処理
療養所の外で整えられた造物である誌を、療養所の外へ

贈りたくなれば、それは人情のなすところといえよう。そ

のとき、どういった手続きが必要となったか。

たとえば、東京全生病院内で編集、印刷、発行されてい

た逐次刊行物『山桜』には、その表紙見返しに、「祖国日

本を癩の悩みより救ひ、外なる病友の救はれる日の早から

ん為に、／吾等は切なる念願を以てこのさゝやかな雑誌を

世に送る。／この原稿は勿論、印刷、製本まで吾等の手に

なりしもの。／係員に依りて完全に消毒されてある」と印

刷してある（たとえば、同誌第 14 巻第 5号、1932 年 5 月）。

わたしはいまのところ、大島の逐次刊行物『霊交』『藻汐草』

『青松』にそうした印刷表示を確認していないものの、『青

松』通巻第 146 号（1959 年 5 月）の表紙見返しには「郵

便物などはこの消毒機「S・K」で完全滅菌を経て発送さ

れる」とのキャプションがついた写真を載せ、次号同第

147 号（1959 年 6 月）ではその写真が表紙に載り、目次で

「表紙・郵便消毒機」と報せていると知る。隔離施設のな

かからその外へ郵便物を送るとき、もはやハンセン病が治

る病になって久しい 1950 年代末になお、「完全滅菌を経て

発送される」との配慮を、療養所に暮らすものたちは「社

会」にむけてみせなければならなかったのである。

さきの『青松』表紙見返しに載った消毒器の写真は、園

長野島泰治の稿「創立五十年を迎えて（二）」（4-7 ページ）

の、挿絵として掲載されたとみてよい。野島は記す――

 開所当初から問題になつたのは郵便物の消毒と云うこと

である。初めは簡単なフオルマリン消毒器を使用したが、

昭和の初め頃から SK真空消毒に代つた。器械の故障が

あると蒸気消毒にすることもあるが、そうすると文字が

にじむので度重なると受取つた方で不審がられる。昭和

の初め頃までは患者地帯から出る郵便物は「消毒済」な

る検印を押した時代があつた。昭和の中期頃一時外国の

スタンポの如く外国語でデスインフエシヨン（消毒の意）

の検印を押したこともある。現在の如く外国郵便の往復

が頻繁であると怪しまれずに済むのであるが当時はこれ

も問題になつてやめた。郵便局迄一まとめにして其の帯

封に横文字のスタンポを押した時代もあつたが昭和下半

期からはこれも中止した。終戦後病者協和会などから各

種の請願書類が出ることもあるが、受取つた方では恐れ

をなして中味は録々見て呉れないと云う噂もあつて特別

なものには消毒済と云うローマ字の印を押すことに申合

せが出来ている。実害はないと云つて見ても社会は中々

理解して呉れない。消毒ズミの検印を押しても嫌がられ、

押さないでも恐れられる。これこそライ特有の悩みであ

ろう。〔中略〕／孤島の生活での楽しみは家郷の人々、

知人なんかの社会からの文信の音づれであるが、此の大

島への郵便物は地許の庵治郵便局を経由して舟で島へ来

る。五十年の間、特別荒天の日以外は毎日つづいている。

この郵便やさんは文字通りの小島通いの郵便船で職員患

者一同感謝のまとである。

8．郵便事情
ここで、島の郵便をめぐるようすにも、かんたんにふれ

ておこう。『青松』通巻第 161 号（1960 年 10 月）の巻頭

に載る「園内スナツプ」5葉のうちの 1葉に、「海から郵

便さんの上陸。／写真の多田さんは多年通勤の功労者とし

て昨年の 50 周年記念式に園全体から表彰された」との記

載がある 9。

1959 年 11月 10日に催された「青松園創立五十周年記念

式典」では、「園外篤志功労者表彰」対象者 11名のうちの

ひとりに、「多田重吉（庵治村 元郵便物集配人）」がいる。

おなじ表彰をうけたひとり河野進（「玉島市 牧師、詩人」）

は同号に、「郵便のおっつあん」と題した稿を寄せた。そこ

には、「郵便のおっつあんの愛称で／大島青松園の患者や職

員から／家族のように親まれている多田重吉さん／暑い日、

寒い日、雨の日、風の日／つもりつもつて三十余年／ぽん

ぽん船をあやつって／島へ郵便物を持つて来る／不幸な孤

独な病人だけが知る／うれしいたより悲しいたよりや季節

の小包が／無口で小がらなおっつあんの／黒い鞄をふくら

ませている〔中略〕／七十三才の老人になつて局をやめ／

去年から息子が引きついでいるのも心強い／〔後略〕」とみ

せられている（『青松』通巻第 153 号、1960 年 1月）。

同誌第 174 号（1961 年 12 月）の「後記」（署名は斉木）

に郵便への憤懣が載る。療養所における郵便事情を瞥見し

よう――

 『郵送料が高くなつたので、本はなるべく近くの書店で

買つて下さい』との添書きが一流書店や雑誌の広告にも

出てきた。療養所の出版物が郵税に阻まれ出にくくなる

のも無理はない。特に患者同志で出版費を出しあう文芸

同人誌などは五種郵便なので、目方を 50 グラム単位に

半減した上の値上げは実質倍増以上の負担となり、部厚

い本では出版費と同額位いにもつくのでバカバカしくさ

え思え、折角の勉強意欲や好ましい姿勢も、切手代捻出

に困つて挫折しやすい傾向も出ている。点字や盲人団体
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の録音テープは無税になつたが、そうした特免でなくと

も、療養者の出版物位いは「郵税据置」を主張してくれ

た血の通う政治家はいなかつたのであろうか。と云つて

いたら仲間の一人から「それどころか、値上げした新料

金の切手さえ回わさず、何枚もの抱合せ使用を強制され、

手が悪く裂き損じては郵政省にパクられるばかりで腹が

立つ」と憤懣を聞かされた。全くその通りである。隔絶

された療養者のただ一つの出口である郵便ぐらいは圧迫

しない善政を望んでやまない。……

第五種郵便物扱いであるとは、年に一定回数以上刊行され

る定期刊行物の第三種にも、学術刊行物などを内容とする

第四種にも認められなかったということだ。同人誌を発行

するとき、その郵送を望むのであれば、重さをふまえてペー

ジ数に配慮しなければならなかったのだ。「隔絶された療

養者のただ一つの出口」をめぐる切実な問題が郵便には

あった。

その稿の末尾、さきの引用の三点リーダーにつづいて、

「その郵便を 24 年間、海を渡つて集配してくれた “郵便の

多田さん ” が先日亡くなられた。先の本園 50 周年には功

労者代表として表彰状を贈つたが、更に追善の表彰方や、

一同の謝意を霊前に手向けて、一入その逝去を惜しみ悼ん

だものである」と故人を偲んだ。「郵便のおっつあん」は、

「隔絶された療養者のただ一つの出口」を行き来する、外

と内とを橋渡しする媒でもあったのだ。さきの「園内スナ

ツプ」の写真は、右肩に大きな袋を担ぎ、左手にもいくつ

もの荷を持つ「郵便さん」をとらえていた。退職、そして

表彰からわずかな年月での逝去は、いっそう惜しまれたこ

とだろう。

第 14 号（1956 年 3 月 25 日）の時点で、「「海図」を外

部へ二十部ほどお送りしています」（中石としお「あとが

き」）という。この号は、島外ではいまのところ、長島愛

生園神谷書庫と香川県立図書館にある。「二十部ほど」の

うちの 2冊も、「郵便の多田さん」が運んだはずだ。

在園者との会食のなかであるとき、彼らが魚や貝を採り

に海に潜った昔語りとなり、それがとてもたのしい思い出

だと聞いた。ただ、いっしょに潜った職員も、郵便物を渡

すときには、その端っこをつまんで放り投げたという。職

員が在園者に渡す郵便物は療養所外から送られてきた封筒

や葉書のはずで、それらを汚穢とする所為は極めて理不尽

だと弾じたうえでさらにくわえれば、療養者の持ちもので

あれ触れたものであれ、それを汚穢とすることにもまた、

わずかな理すらもない。

「郵便のおっつあん」は、大島から送られる郵便物の消

毒の有無が気になっただろうか。

9．隔絶の表象　
ここで、療養者自身が用いた「隔絶された」との表現を

考えておこう。さきにみたこの語はこののち、1982 年に

刊行される「長島愛生園入園者五十年史」の副題をもつ史

誌にも使われる――「隔絶の里程」がその書名である（日

本文教出版）。その前年 1981 年に大島で刊行された「国立

療養所大島青松園入園者自治会五十年史」を副題とする史

誌の書名が「閉ざされた島の昭和史」。自分たちが暮らす

療養所は、彼ら彼女たちがいうところの「社会」からひど

く隔たり、閉ざされた場所だとの実感が当人たちにはあっ

た。その隔たっているとか閉ざされているとかいうその実

感は、なにが支えているのか。

療養所がある大島のばあいまずは、それが海である。そ

の海を渡る船にも、患者とそうでないものとの居場所が分

けられていた。その船によって運ばれる郵便物もまた、消

毒をするものとその必要のないものとに分けられ、スタン

プが押されるなどその区分が明示されていた。療養所のな

かでもさらに、患者がいる（ことのできる）場所と職員が

いるところとが分けられ、その境界が地図上ではたとえば

一点鎖線で、そして現実の大島では有刺鉄線などによって

だれの目にもみえるように定置されていた。だれもが信仰

によって集い、ときに信心のないものでもその場にいるこ

とのできるはずの教会においても、入口が分けられ、祈り

の場がべつに設けられていたのである。海、船、郵便物、

島土、会堂が、それをみるものを、そこにいるものを、自

分が隔てられている、分けられている、閉ざされていると

感じさせるのである。

けれども、隔てられ、分けられ、閉ざされた当事者たちは、

ただ唯唯諾諾とそれをうけいれ、甘んじていたわけではな

い。海に船を出せば、強い屈辱をうけいれさせられる、一

般乗客と異なる車輛に押し込められるいわゆるお召列車に

乗らなくても、岡山の長島へゆくことができた。もとよりそ

の船すらもが「職員席」と「患者席」とに分けられていた

かもしれず、そこは快適に過ごせる空間とはかぎらないの

だが。海はまた、魚や貝を採る漁場でもあった。採った蛸

を包帯でしばって腰に結わえたと在園者から聞き、療養所

らしいとおもったことがある。生業とまではゆかなくとも、

海に潜り、魚を貝を採ることでみずからの生を実感し、ひ

とといっしょにそれをするよろこびを知ったかもしれない。
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10．distinction
『海図』第 40 号（1963 年 2 月 1 日）は「四十号記念特集」

を組んだ。その「あとがき」（署名黒田）は、「一年には正

月というけじめ
4 4 4

があるように、詩誌にもけじめがあつて然

るべきだ。そんな意味から、四十号までに版を重ねた「海

図」の、よく続刊し得た記念と、新らたな年を迎えるに似

たけじめ
4 4 4

として特集号とした」（傍点原文）との宣言がみ

える。「けじめ」の語を 3度も記し、そのうち 2度もわざ

わざ傍点を打って使っている。ここには、たんなる、分け

目や仕切りにとどまらない区切りが想定されているのでは

ないか。「「海図」の歴史を繙いてみると」と始まるその歴

史を「あとがき」にみよう。

 青松詩人会結成が昭和二十三年。「エチユード」創刊が

昭和二十五年十二月。同二十七年一月、第六号で休刊。「エ

チユード」は西洋紙四ツ折大の極めて貧相なガリ刷、原

稿難と印刷難で止むなく二年間休刊となつている。その

後名称を改め再出発。「内海詩人」昭和二十九年三月、

第七号再刊。同三十年一月、第十二号で休刊。「内海詩人」

はガリ刷であつてもA五版となり一応詩誌の体裁を整

える。又職員も同人として加わつたとある。休刊理由は

エチユードの場合と同じで一年休刊。再度名称を改め再

出発。「海図」昭和三十一年二月、第十三号発刊。ガリ

版印刷製本の労を、職員のTさん始め有志の方々によ

つてなされ、それが発刊の原動力になつている。その後

昭和三十三年八月、第二十三号より現在の活版印刷と続

き四十号の発刊迄に至る。尚「エチユード」「内海詩人」

「海図」ガリ版印刷時代は隔月刊であつたが、有名無実

に終つていたので、活版になるやそれを改め、一月、四

月、七月、十月の季刊発行となつている。

――「特集」といっても、なにかとくに主題を設定したわ

けではなく、「特集・40 号によせて」との課題をかかげて、

療養所外から 3名の寄稿――広瀬志津雄「「海図」の回帰

について」、十国修「「海図」のみなさんへ」、永瀬清子「手

紙」と、在園者 2名――朝滋夫「明日のない風景」、塔和

子「駿馬・外一篇」の詩を載せていた（「目次」より）。

創刊から 12 年あまりで 2回の「休刊」と「再出発」と

誌名の改称を経た 40 号の刊行は、同人たちにとって深い

感慨があったことだろう。そうした年月の長さとそのかん

の変化をかえりみながらの詩作であり、局外者からの評が、

このとき編まれたのである。

第 40 号「あとがき」を執筆した黒田は、誌名が『海図』

となったときに掲載された中石の文章を引用したうえで、

「沈滞気味な同人諸君」に「新らたに櫂を持ちなおし、よ

り次元の高い「海図」にしようではないか！！」と呼びか

けた。「ぼくら」の停滞をこのさき打開してゆくために、

いまの「ぼくら」につらなるひとつの始まりとして「一枚

の白紙に新しい「海図」を書こう」「新しい航路標識を記

入する」というあのときの決意が想起され、「ぼくら」を

再生させようとするけじめが、「ぼくら」の歴史に穿たれ

たのである。

しかし、さきにみた『閉ざされた島の昭和史』が示すと

ころでは、大島詩人会は「40 年「海図」44 号を最後に、

惜しくも解散」したという。いま残る『海図』の最後の号

は第 44 号で、その発行は 1964 年 3 月 5 日、さきの記録と

は発行年がずれている。『塔和子全詩集』第 3巻収載の「未

刊詩篇」には、1964 年 9 月発行の『海図』に載ったとい

う「対話」と題された 1編がある。『海図』最終刊の号数

と発行年月をいま、確定することができない。

11．誌面連繋　
さきにみたとおり、『エチュード』第 6号（1952 年 1 月

25 日）「あとがき」に、「作品は青松へ発表するのが関の

山で、その作品たるや幼稚で貧しいものですが、真実と生

命を賭けた作品です」との自負がみせられ、また、『内海

詩人』第 8号（1954 年 4 月 20 日）に載った山沢芳の「内

海詩人の発刊まで（その二）」には、「どこまでも習作或は

練習詩でありこれを修正の上 “ 青松 ” に発表する」とのい

わば誌面連繋のようすが記されていた。

そうした連繋の一事例をあげると、『エチュード』第 6

号に載る島内真砂美の「山羊」と題された詩が、そのまま

『青松』通巻第 69 号（1952 年 3 月 5 日）にみえる。この

ときすでに『青松』は、高松市田町の玉藻紙業がうけおっ

た活版印刷だった。島内の作品「山羊」が載る『エチュー

ド』と『青松』との発行月のあいだがわずか 1か月あまり

であり、また、修正がないところからすると、このばあい

は、『エチュード』に載せるとともにその原稿を印刷所へ

もまわしていたのかもしれない。

詩作者たちが「夢見ていた活版印刷」が、となりの芝生

に喩えられるちかさにあったわけで、自分が詠んだ詩が活

版で誌面に印刷されるとは、このうえない喜びであり憧れ

だったのだろう。『青松』の活版印刷第 1号（印刷所は玉

藻紙業）は、通巻第 47 号（1949 年 1 月 1 日）で、このと

き大島に詩誌はなく、詩作者たちは『青松』に寄稿してい

た。同号には島外の河野進が選んだ作品 5編が載った。そ
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のなかの佳作 1編が、井上和子の「孤独」。これへの河野

の選評は、「表現がおもしろいし一応まとまつているが着

想が清新な感じを与えないのは惜しい」と厳しかった。つ

ぎの号（印刷表記は「通巻四十七」、同年 3月 1日）に載っ

たやはり河野選による 9編のうちの 1編が、井土和子の作

品「深夜」。これに河野は、「ゆうれいと見しは枯れ尾花、

を新しい革袋に盛つて或る程度成果をあげ得た一作、療園

という背景が大きく物をいつている。療園独自の文学を生

み出すことに懸命の努力を払はれることは諸君の大きな使

命である不朽の一作を遺し得るならば又以て瞑すべきでは

ないか」。さきの「井上」も「井土」の誤植とみてよい。

これは塔和子である 10。

そのつぎの同誌通巻第 49 号（同年 6月 1 日）にも、井

土和子の詩「真実」が載る。河野の選評は、「これはあま

りむきになつているからちよつと近寄れない。之は成功す

ると素晴しいがめつたに成功しない、ちようどヒツトラー

や東条の行き方である。誰でもこうした一途につきつめた

純情を懐いていた時代があつたことを回想する記念碑とし

て之はまた捨て難い」。のちに高見順賞をうける塔の修業

始めの作品ということか。

なお、『塔和子全詩集』第 3巻収載「未刊詩篇」には、『海

図』に掲載された塔和子の作品のいくつかがおさめられて

いない。塔和子をきちんと知ろう、ていねいに考えようと

するのであれば、『海図』や『青松』に載る彼女の詩や文

章をたどるとよい。

12．詩誌評釈――おわりに
『内海詩人』第 7号（1954 年 3月 15日）巻末に載る「会

員募集」には、「〇会費一ケ月二〇円／―三ケ月分前納―／

○会員は自由に寄稿できます。／○人間であれば誰でも入

会出来ます。／○内海詩人編集部までお知らせください」

との呼びかけの文辞がみえる。このなかではとくに、その

第 3項が目をひく――「人間であれば誰でも入会出来ます」

とは、気負い、意気込み、決意が溢れるばかりに漲る勧誘

文言である。その一方でここには、すでに治る病になって

いるにもかかわらず、依然として隔離予防体制がつづく理

不尽への強烈な異議がとなえられてもいる。

『エチュード』の発行が止まり、『内海詩人』と誌名があ

らたまる詩誌ができるまでのあいだに、「らい
4 4

予防法」が

公布され、即日施行されている（1953 年 8 月 15 日）。こ

れにともない、その翌 9月に「次官通諜による「患者療養

心得」」（全 24 条）が「国立らい
4 4

療養所長」に宛てて通達

され 11、療養所在園者からは、「全条の四十パーセントが

療養者としての常識として現在実行されていることであ

り、あとは取締強化の規律である。集会、結社、出版、言

論等々の自由の拘束が明らかにうたわれている」との反発

が示される（あさのしげる「編集後記」『青松』通巻第 84 号、

1953 年 11 月 10 日）。『青松』誌上ではさらに同年 12 月 10

日発行通巻第 85 号の、まき・こうじ「『患者療養心得』に

対する検討―法のための人ではなく、人のための法でなけ

ればならない」で、よりいっそうの異議が言述される。

こうした事態が展開する療養所において、文学といい文

芸という営みとは、いったいなにであるのか――こうした

問いを当事者たちはくりかえし自問してきた。療養所を生

きるものにとって、詠歌とはなにか、そこで詠まれた歌と

はなにかについて、個々に、また、同人という集合態とし

て考えてきたのである。詩も短歌も俳句も川柳も、どれも、

ひとりで、いつでも、つくることができる。それが多くの

療養所で、詩人会や短歌会が結成され、個々に、いつでも

駆使し得る技芸をわざわざ、設けられた共通する時間と場

所において、そこに結ばれた集合態を介して、その成果を

発信してきたのである。

ところが療養所の局外者たちはおうおうにして、そうし

た集合態の営為に目を凝らすことなく、個別の作品をつく

り得る療養者として個々にとりあげ、つくり手をとりまく

いくつもの交流を切断してしまう嫌いがあり、他方で、「文

芸とくに短歌指導を行」ったことがその略歴にあげられる

内田守人（守）や、「全国のハンセン病療養所に暮らす人

びとと詩作をとおして交流を続けた詩人」と評される大江

満雄は、療養者のなかに歌人や詩人という集合態をみてき

たといえる（会員や同人の一覧は表 2参照）12。

この療養所内の集合態をめぐって、そこにある複数の世

代や複数の表現様式を介した交流をとらえるとともに 13、

あわせて、療養所外の人びととの交流のようすを 14、とり

わけ「指導」という領分においてつかみ、その成果なるも

のが療養所在住者にどのように再帰するのかをもみすえる

必要がある。

（附記）本稿は、2018 年度科学研究費助成事業基盤研究

（B）（一般）「近現代日本における病者・療養者の生」（研

究代表者一橋大学大学院社会学研究科石居人也）による成

果のひとつである。
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注
1  この「文芸活動の歴程」は、阿部安成「療養所の歴史

を縁どる―過去との綾取り（59）」『青松』通巻第 705

号（2019 年 4 月。2019 年 2 月 3 日原稿提出）でもふ

れた。 『青松』は「国立療養所大島青松園協和会」（自

治会）を「発行者」とする逐時刊行物。

2  長田穂波については、阿部安成『島で―ハンセン病療

養所の百年』（サンライズ出版、2015 年）第Ⅳ章を参照。 

 3  『みそらの花』掲載の詩の一部がのちに英訳される（阿

部安成「読めない詩―癩療養者長田穂波と訳詩者ロイ

ス・エリクソン」Working Paper Series No.202、滋

賀大学経済学部、2013 年 9 月）。大島での療養者の詩

作を考えるとき、この英訳がひとつの重要な論点とな

る。 

 4  安宅温『命いとおし 詩人・塔和子の半生―隔離の島

から届く魂の詩』（ミネルヴァ書房、2009 年）には「塔

和子を長い間導き続けた詩人、大岡信氏」「詩の師匠、

赤沢正美」「詩をつくるうえで、赤沢正美が無くては

ならない批評家で、師だと聞いていた」との記述があ

るが、大島詩人会やその同人やその詩誌については一

言の言及もない。「自治会の働きによって、待遇もい

くらか改善されて〔中略〕入園者も各自、趣味に活路

を見出すものも多くなった。特に、短歌会、俳句の会、

川柳の会などは、人気があったようである」と記し、

前掲『閉ざされた島の昭和史』を「参考資料」にあげ

ながら、大島詩人会をとりあげない展開が不思議だ。

また同書は塔の信仰についてもまったくふれもしてい

ない。「塔和子の世界」と題された章をふくむ森田進『詩

とハンセン病』（土曜美術社出版販売、2003 年）もお

なじ。ただし後者には「塔和子の歩みを地味に的確に

見つめている中・四国の詩人」や「塔和子は、キリス

ト教を媒介して、日本の自然を見つめつづけ」といっ

たわずかな目配りはある。近刊の木村哲也『来者の群

像―大江満雄とハンセン病療養所の詩人たち』（編集

室水平線、2017 年）は第 6 章「語られない体験を詩

に託して―大島青松園 中石としおさん、塔和子さん」

において中石の略歴として「園内で詩誌『エチュウド』

『内海詩人』『海図』を主宰」と記しながらそれらを閲

覧していないとおもわれる。木村は同書に示したかぎ

りで 1996 年～ 2000 年、2002 年のハンセン病をめぐ

る国立療養所での「聞き書き」をもとに同書を執筆し

た。 

 5  阿部安成「療養所の歴史を縁どる―過去との乱取り

（11）」（『青松』通巻第 657 号、2011 年 4 月）。 

 6  書史論については、阿部安成「島の書、書の園―国立

療養所大島青松園をフィールドとした書史論の試み」

（『国立ハンセン病資料館研究紀要』第 2号、2011 年）

と同「書史を伝えること、書史から考えること―国立

療養所大島青松園で蔵書目録をつくる」（同前第 6号、

2019 年）を参照。 

 7  前掲木村『来者の群像』収載「大江満雄とハンセン病

療養所の詩人たちに関する年譜」にある「一九四八年

｜一〇月 詩誌『エチュウド』創刊（のちに『内海詩人』

『海図』へと改称）。〔
〔 マ 　 マ 〕

大島〕）」との記載は同誌創刊号

を未見だが誤りとしてよい。またわたしは「エチュウ

ド」という表記を確認していない。木村が「参考文献」

としてあげた、中石としお「新しい出発のために」（『青

松』通巻第 120 号、1957 年 1 月）に「ぼくらの詩人

会が生れたのは昭和二十三〔1948〕年十月でした」と

の記述があるも詩誌創刊年は記されていない。 

 8  大島詩人会の運営を担った在園者のひとり中石俊夫の

逝去後に、同人の後見人から遺品をあずかったという

ひとから、そのなかに同会にかかわるものがないとの

情報を 2019 年 3 月に得た。 

 9  「開園 50 周年記念号」の『青松』通巻第 151 号（1959

年 11 月）掲載「青松園 50 年点景＜誌上記録＞」には、

「32 年 2 月所内に公衆用「電話ボツクス」を寄付金で

設置した。／島外とも通話できる画企的な向上進歩で

あつた」のキャプションつき写真があり、そこに赤い

色が塗られているであろう円筒形の郵便ポストも写っ

ている。同号掲載の、あさの・しげる「諸般事始」には、

「公衆電話設備」の項があり、「（一九五八、二、一〇、

昭和三三年）三箇所もうけられた。そして自由に外部

と通話できるようになつた」との記載がある。同稿に

郵便についての項もあり、「郵便函設備（一九五二、八、

一四）五カ所にもうけられる。それまでは分館に一カ

所あるきりで真夏、真冬は投函にゆくのに苦労してい

た」という。なお同号掲載の「国立療養所大島青松園

年譜【編集部作製】」では「寄附金で公衆電話設置（島

外一般と開通）」が1958年 2月10日のこととして記載。

「園内日誌／《2月 1日～ 28 日》」（同第 135 号、1958

年 5 月）と「園内日誌／〈1月 20 日～ 2月 19 日〉」（同

第 123 号、1957 年 4 月）に当該記事の記載はない。 

 10 塔の逝去後にその遺骨が分骨される故郷の「両親の墓」
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に「塔さんと親族が隠し続けた本名が刻まれる」と伝

える新聞報道はまた、彼女が大島青松園「入園当初、

姓はそのままで、名を「和子」と変えた」と報せた（『朝

日新聞』2014 年 3 月 16 日大阪本社版朝刊）。なお塔

の詩集『希望の火を』（編集工房ノア、2002 年）に「孤

独」、『第一日の孤独』（蝸牛社、1976 年）に「深夜」

と題された詩が載るもさきにあげた 2編とはそれぞれ

べつの作品。 

 11 厚生事務次官発国立らい
4 4

療養所長宛て厚生省発医第

125 号（1953 年 9 月 16 日）とその「別紙（一）患者

療養心得」は、藤野豊編、解説『近現代日本ハンセン

病問題資料集成』戦後編第 3巻（不二出版、2003 年）

に収録。 

 12 前者の典型が前掲安宅『命いとおし』で、後者につい

ては、内田守人『日の本の癩者に生れて―白描の歌人

明石海人』（第二書房、1956 年）と木村哲也「解説」（同

編『癩者の憲章―大江満雄ハンセン病論集』大月書店、

2008 年）を参照。 

 13 たとえば、『内海詩人』第 7 号（1954 年 3 月 15 日）

などに詩を寄せた安岡加雄や『海図』第 21 号（1958

年 1 月 15 日）の「新人紹介」に登場する庫元久子は、

それ以前は『青松』の「児童文芸」欄に投稿していた。

また、恵美かおるや鳥栖喬はしばしば『青松』の表紙

に載る写真を撮っていた。 

 14 大島青松園での詩作をめぐっては、さきにみた河野進、

広瀬志津雄、永瀬清子が「指導」や「選評」をおこなっ

ていた。 



―73―造
も の

物である詩誌（阿部安成）
表
1：
『
エ
チ
ュ
ー
ド
』『
内
海
詩
人
』『
海
図
』
書
誌
情
報
記
事
索
引
目
録



―74― 国立大学法人滋賀大学研究推進機構環境総合研究センター Vol. 16　No. 1　2019



―75―造
も の

物である詩誌（阿部安成）



―76― 国立大学法人滋賀大学研究推進機構環境総合研究センター Vol. 16　No. 1　2019

表
2：
同
人
会
員
一
覧
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